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平成２１年７月 全国百貨店売上高概況  
平成２１年８月１８日 

Ⅰ．概 況  

 
１．売上高総額        ６,１８５億円余 
２．前年同月比     －１１.７％（店舗数調整後／１７か月連続マイナス） 
３．調査対象百貨店   ８７社 ２７２店 （平成２１年６月対比±０店） 
４．総店舗面積     ６,６９１,６５６㎡ （前年同月比：－１.７％） 

５．総従業員数     ９７,６６４人 （前年同月比：－４.６％） 

６．３か月移動平均値  12-2 月 －９.８％、1-3 月 －１１.２％、2-4 月 －１２.０％、 
             3-5 月 －１２.３％、4-6 月 －１０.８％、5-7 月 －１１.０％ 

 
  ［参考］平成 20 年 7 月の売上高増減率は－２.５％（店舗数調整後） 

 
【７月売上の特徴】 

   １７か月連続で前年同月比マイナスとなった。 
７月は、政府の景気対策の効果などからマクロ的には景気持ち直し判断が表明されている

ものの、個人消費に直接影響する雇用情勢や所得水準は依然厳しさを増しており、デフレ傾

向が強まる中、低温多雨という天候不順やサマーセール前倒しの反動とも相まって、盛夏商

材の不振を中心に、前月(6 月/-8.8%)に比べ売上減少幅を広げる結果となった。 

 具体的な動向としては、セール等の催事強化や品揃えの見直しなど、各店で購買喚起の取

り組みが行われたが、天候不順の影響で入店客数が減少したこと、水着・浴衣・日傘など季

節商材に動きが見られなかったこと、セール比率の高まりで客単価が下落したこと、企業収

益の大幅減少を背景に法人外商が影響を受けたことなどマイナス要素が重なり、全般的に苦

戦を強いられることとなった。なお、中元商戦は早期受注の反動から７月は低調であったも

のの、通期では前年を若干下回る水準であり比較的堅調に推移したと考えられる。 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「７月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇ 梅雨前線が本州付近に停滞し、また、北日本では気圧の谷の影響を受けやすかったため、北日本から西日本に

かけては曇りや雨の日が多かった。このため降水量が多く日照時間が少なかった。 

(2) 営業日数増減    ３０.９日（前年同月比－０.１日） 

  (3) 土･日･祝日の合計     ９日（    〃    ±０日） 
  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比） 
     ①増加した：１４店、②変化なし：１５店、③減少した：１１３店、④不明：４６店 
  (5) ７月歳時記（夏祭り/七夕･花火大会等、新暦お盆、夏休み）の売上（同上） 
     ①増加した：７店、②変化なし：２４店、③減少した：６６店、④不明：９１店 

(6) 翌月売上見通し（回答店舗数で見る傾向値） 
     ①増加する：５店、②変化なし：４３店、③減少する：８０店、④不明：６０店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 618,577,406 100.0 -11.7 (  -12.4)
10都市 399,301,248 64.6 -12.1 (  -12.8)
札幌 16,040,002 2.6 -6.4 (  -9.2)
仙台 8,864,383 1.4 -10.3

東京 149,411,600 24.2 -13.4 (  -14.6)
横浜 33,845,824 5.5 -9.5 (  -11.9)

名古屋 38,002,426 6.1 -12.6

京都 23,874,421 3.9 -11.7

大阪 79,488,245 12.9 -12.0

神戸 16,542,758 2.7 -11.6

広島 15,776,858 2.6 -12.0

福岡 17,454,731 2.8 -11.8

10都市以外の地区 219,276,158 35.4 -10.9 (  -11.6)
北海道 4,685,015 0.8 12.9

東北 11,062,628 1.8 -9.8

関東 103,660,343 16.8 -11.3

中部 17,968,596 2.9 -13.0

近畿 19,538,735 3.2 -13.0

中国 14,714,275 2.4 -11.0 (  -8.0)
四国 12,501,307 2.0 -8.4 (  -12.5)
九州 35,145,259 5.7 -11.2 (  -15.2)

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 618,577,406 100.0 -11.7 (  -12.4)
紳士服・洋品 39,258,943 6.3 -16.7 (  -17.2)
婦人服・洋品 145,296,757 23.5 -15.6 (  -16.2)
子供服・洋品 14,070,777 2.3 -15.6 (  -15.7)
その他衣料品 17,692,714 2.9 -12.7 (  -13.3)
衣　　料　　品 216,319,191 35.0 -15.6 (  -16.1)
身のまわり品 73,429,925 11.9 -12.9 (  -13.8)

化粧品 27,787,926 4.5 -5.4 (  -5.9)
美術・宝飾・貴金属 27,491,647 4.4 -14.9 (  -15.8)

その他雑貨 23,096,464 3.7 -20.1 (  -20.5)
雑　　　　　　貨 78,376,037 12.7 -13.5 (  -14.1)

家　　具 8,458,601 1.4 -15.9 (  -16.2)
家　　電 1,820,292 0.3 -15.1 (  -16.1)

その他家庭用品 17,657,152 2.9 -8.7 (  -9.3)
家　庭　　用　品 27,936,045 4.5 -11.5 (  -12.0)
生　鮮　食　品 39,063,267 6.3 -3.7 (  -4.2)

　菓　　子　 43,107,686 7.0 -3.8 (  -4.9)
　惣　　菜　 33,956,887 5.5 -7.9 (  -8.8)

その他食料品 73,895,481 11.9 -9.8 (  -11.0)
食　　　料　　　品 190,023,321 30.7 -6.9 (  -7.9)
食　堂　　喫　茶 16,809,981 2.7 -9.6 (  -10.4)
サ　ー　　ビ　ス 5,927,043 1.0 -0.8 (  -2.0)
そ　　の　　他 9,755,863 1.6 8.0 (  6.7)

商　　　品　　　券 33,139,242 5.4 -13.7 (  -14.5)

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、
  　総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

全国百貨店　売上高速報 2009年07月

対前年増減(-)率　(%)
※

　対前年増減(-)率　(%)
※
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Ⅱ．地区別の動き  

 
  １．１０都市売上動向      －１２.１％（店舗数調整後／１７か月連続マイナス） 

  ２．１０都市以外の地区売上動向 －１０.９％（   〃   ／２５か月連続マイナス） 

 
 
 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市   －１２.１ －７.９ １７か月連続マイナス 

札 幌 －６.４ －０.２ １１か月連続マイナス 

仙 台 －１０.３ －０.１ １５か月連続マイナス 

東 京 －１３.４ －３.３ １７か月連続マイナス 

横 浜 －９.５ －０.５ １２か月連続マイナス 

名古屋 －１２.６ －０.８ ２０か月連続マイナス 

京 都 －１１.７ －０.５ １１か月連続マイナス 

大 阪 －１２.０ －１.５ １７か月連続マイナス 

神 戸 －１１.６ －０.３ １６か月連続マイナス 

広 島 －１２.０ －０.３ １７か月連続マイナス 

福 岡 －１１.８ －０.３ １２か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －１０.９ －３.８ ２５か月連続マイナス 

北海道 １２.９  ０.１ ２か月連続プラス＊ 

東 北 －９.８ －０.２ １６か月連続マイナス＊  

関 東 －１１.３ －１.９ ２５か月連続マイナス 

中 部 －１３.０ －０.４ １６か月連続マイナス 

近 畿 －１３.０ －０.４ １６か月連続マイナス 

中 国 －１１.０ －０.２ １４か月連続マイナス＊ 

四 国 －８.４ －０.２ ２５か月連続マイナス 

九 州 －１１.２ －０.６ ２３か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 
広島、福岡を１０都市に移行したため（２００５年までは６大都市）、連続性の観点 
から２００７年１月からのトレンドとした。 
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Ⅲ．商品別の動き  

 
  主要５品目は、６か月連続で全品目がマイナスとなった。しかし、化粧品、美術・宝飾・ 

貴金属が先月より改善し、雑貨が０.５ポイントの改善となった。また、惣菜も先月より改 
善の動きとなった。 

 
 
 
 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 
商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －１１.７ ― １７か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －１６.７ －１.１ １６か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －１５.６ －３.８ ２５か月連続マイナス 

子供服・洋品 －１５.６ －０.４ １１か月連続マイナス 

その他衣料品 －１２.７ －０.４ １７か月連続マイナス 

衣料品 －１５.６ －５.７ ２５か月連続マイナス 

身のまわり品 －１２.９ －１.６ ２３か月連続マイナス 

化粧品 －５.４ －０.２ ８か月連続マイナス＊ 

美術・宝飾・貴金属 －１４.９ －０.７ ２９か月連続マイナス＊ 

その他雑貨 －２０.１ －０.８ ２０か月連続マイナス＊ 

雑貨 －１３.５ －１.７ １７か月連続マイナス 

家具 －１５.９ －０.２ ２０か月連続マイナス 

家電 －１５.１  ０.０ １９か月連続マイナス 

その他家庭用品 －８.７ －０.２ １７か月連続マイナス 

家庭用品 －１１.５ －０.５ ２０か月連続マイナス 

生鮮食品 －３.７ －０.２ ６か月連続マイナス＊ 

菓子 －３.８ －０.２ ６か月連続マイナス＊ 

惣菜 －７.９ －０.４ １４か月連続マイナス＊ 

その他食料品 －９.８ －１.１ ６か月連続マイナス＊ 

食料品 －６.９ －２.０ ６か月連続マイナス 

食堂喫茶 －９.６ －０.３ １２か月連続マイナス 

サービス －０.８  ０.０ ４か月連続マイナス 

その他 ８.０  ０.１ １１か月連続プラス 

商品券 －１３.７ －０.８ ２５か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 
     ついては２００６年１月から細分化したため、２００７年１月からのトレンド 
 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・西田・佐藤まで 
℡ 03－3272－1666 ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 


